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道路事業 事後評価

一般国道７号 浪岡バイパス

平成３１年３月１日
国土交通省 東北地方整備局

なみおか

資 料 ２－１

重点審議事業

平成30年度事業評価監視委員会（第３回）資料



１．事業の目的と概要（１） 事業完了後５年経過

○事業目的
・一般国道７号は、新潟県新潟市と青森県青森市を結び、広域交流の支

援並びに沿線市町村の連携強化を図る幹線道路である。
・浪岡バイパスは、青森市浪岡地区における国道７号の交通混雑の解消

等を図り、主要幹線道路としての信頼性向上や新幹線駅へのアクセ
ス性向上、地域間交流の促進を図ることを目的とした事業である。

位置図

標準横断図（幅員）

[単位：ｍ]

起終点 ：自）青森県青森市浪岡大字下十川

至）青森県青森市大字鶴ヶ坂
延長 ：１２．６ｋｍ
幅員 ：１４．５ｍ（暫定２車線）
道路規格 ：第３種第１級
設計速度 ：８０ｋｍ/ｈ
都市計画決定：昭和５６年度
事業化 ：昭和４９年度
用地着手 ：昭和５７年度
工事着手 ：昭和６０年度
全線開通年度：バイパス区間

平成２１年度（平成２１年１１月）
事業休止 ：平成２１年度（平成２２年３月）
事業区間短縮：平成２２年度（平成２２年１１月）
事業完了 ：沢田・鶴ヶ坂交差点改良

平成２５年度（平成２６年３月）

浪岡バイパス計画概要
し も と が わなみおか
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（全国道路・街路交通情勢調査）
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１．事業の目的と概要（２）整備状況 事業完了後５年経過

至 青森

浪
岡
バ
イ
パ
ス

2

沢田交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）
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１．事業の目的と概要（３）開通記事 事業完了後５年経過

お か ん よ う

東奥日報（2面）
H21.11.26

東奥日報（2面）
H21.12.15

3

建設青森（7面）
H27.4.2



◆バイパス開通後、交通量が浪岡バイパスへ転換、H21.11開通区間では約９割が転換。

２．交通状況の変化等（１）交通量

現道（旧国道７号）

浪岡バイパス
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資料： S60～H27･･･全国道路・街路交通情勢調査 H30･･･交通量調査結果（H30.11.7～11.8平日平均）
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H16.11開通

① 交通量調査断面 ② 交通量調査断面
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沢田交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）

鶴ヶ坂交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）
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① 交通量調査断面

② 交通量調査断面

③ 交通量調査断面

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

凡 例

道路種別

①浪岡バイパス

②現道

H21.11 撮影

H20.11 撮影

幅員の狭い現道からバイパスへ交通が転換幅員の狭い現道からバイパスへ交通が転換

H21.11 撮影

①

②



◆浪岡バイパスの順次開通に伴い、区間全体としての混雑度が改善し旅行速度が向上。現道（（県）浪岡藤崎線）の大釈迦交差点
の渋滞が解消。

◆浪岡バイパスと一体となった交差点改良（交通安全事業）実施により、主要渋滞箇所であった鶴ヶ坂交差点の混雑が解消（H28主
要渋滞箇所解除）。

３．事業効果の発現状況（１） 混雑緩和

5

《バス事業者の声》
●以前は最⼤20分程度の遅れがあり

ましたが、開通後はほとんど無くなり
ました。

●混雑が解消され後続⾞を気にする
ことなく、安⼼して停⾞や再発進が
できるようになりました。

（H31.2 ヒアリング結果）

▼青森市浪岡大字下十川～鶴ヶ坂交差点間の旅行速度変化・混雑度
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資料：全国道路・街路交通情勢調査
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混雑度改善

旅行速度向上

全線開通、交差点
改良により
混雑度改善

旅行速度向上

※起点～終点のネットワークを時系列に反映し、旅行速度・混雑度を算出。
S62開通区間は、現道（現：浪岡藤崎線）と接続していないネットワークであったため、バイパス開通

区間ではなく現道区間を集計
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道路種別
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Ｈ28主要渋滞箇所解除

鶴ヶ坂交差点
交差点改良完了（H26）
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大釈迦交差点
だいしゃか

沢田交差点
交差点改良完了（H26）

さ わ だ

<参考> H17当時の状況

資料：H21プローブデータ

▼浪岡バイパスのピーク時旅行速度の比較（H17センサス区間単位）
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鶴ヶ坂交差点 渋滞長：4,700ｍ

●平成26年の交差点改良以前は鶴ヶ坂交差点の渋滞が沢⽥
交差点を越えて発⽣しており、広範囲で速度低下していた
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◆浪岡バイパス（女鹿沢地区）へ交通が転換し、現道の大型車交通量が大幅に減少、安全、安心な沿道・歩行環境を確保。

◆バイパス開通後、騒音が昼夜共に環境基準内に改善。

３．事業効果の発現状況（２） 沿道住民の生活環境の改善

▲女鹿沢小学校の通学路利用状況

安心・安全な通学路を確保

女鹿沢小学校
め が さ わ

▼開通前後の大型車交通量変化
（女鹿沢地区）
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資料：交通量調査結果
開通前 ･･･ H20.11.12平日
開通後･･･ H30.11.7～11.8平日平均

騒音調査ポイント

浪岡大字女鹿沢
なみおかおおあざめがさわ

資料：交通量調査結果
開通前･･･ H21年11月17日6時～18日5時
開通後･･･ H30年11月8日6時～9日5時

現道の大型車が大幅に減少現道の大型車が大幅に減少

開通後開通前
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沢田交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）

鶴ヶ坂交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）

開通前 開通後
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▼開通前後の騒音変化
※基準＝環境基準（環境省）

（dB）

昼間 夜間

開通前 開通後

昼間基準
70dB 夜間基準

65dB

資料：交通量調査結果
開通前･･･ H21年11月17日6時～18日5時
開通後･･･ H30年11月8日6時～9日5時

環境基準をクリア環境基準をクリア

開通前

H20.10 撮影 H30.10 撮影

《沿線⼩学校の声》
●バイパスができる前は⾞が多く怖い通学路でしたが、⾞が少な

くなり怖い思いをせず登下校できます（児童）。
（H21.12 ヒアリング結果）

《沿線住⺠の声》
●⾃分が通っていた頃に⽐べ、現道の⼤型⾞交通量がだいぶ減

りました。⼦供を持つ親は、⼦供の通学を安⼼して⾒ていられ
ると⾔っています。 （H31.2 ヒアリング結果）

開通後 開通前 開通後
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7

◆浪岡バイパスと一体となった交差点改良（交通安全事業）実施により、事故件数は約６割減少。（現道は約９割減少、沢田交差点

～鶴ヶ坂交差点の重複部は約８割減少）

◆重大事故となりやすい『人対車両』、『正面衝突』などの事故が約８割減少し、安全性が向上。

３．事業効果の発現状況（３） 事故減少

▼事故類型の変化
（青森市浪岡大字下十川～青森市大字鶴ヶ坂間）（件/年）
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沢田交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）

鶴ヶ坂交差点
交差点改良完了
（Ｈ26）
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至 青森
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資料：イタルダデータ

※青森河川国道事務所で所有する統計データのH12以降で集計

▼事故件数の変化
（青森市浪岡大字下十川～青森市大字鶴ヶ坂間）（件/年）

総じて区間の事故件数が約６割減少

重複部：約８割減少

現道：約９割減少

重大事故となりやすい
『人対車両』『正面衝突』

事故が８割減少

計54件/年

計19件/年

計54件/年

計19件/年

<参考> 国道７号と浪岡バイパスの死傷事故率

37.1
39.6

浪岡バイパス区間
（H26‐28平均）

他国道７号
（H26‐28平均）

▼死傷事故率の比較

浪岡バイパスは
青森県内他国道７号と比べ

死傷事故率が低い

資料：イタルダデータ
青森県内他国道７号

（H26-28平均）

（件/億台・ｷﾛ）



▼大釈迦工業団地企業数・分譲率の推移

３．事業効果の発現状況（４） 沿道地域における企業立地の支援

◆バイパス開通毎に、大釈迦工業団地の企業数が増加（11社→27社：約2.5倍）。

◆渋滞が減少したことで、通勤時間が短縮するとともに、運送時間が短縮し労働時間も減少。

《⼤釈迦⼯業団地⽴地企業の声》
●⻘森県の中央に位置しアクセス性に優れ、⻘森市へ移動がしやす

く、⾼速ICと近接しており便利であるため⽴地を決めました。
●1⽇に2回、⻘森市の運送会社の発送拠点へ⾷料品を搬送し、そ

こから各地の店舗へ搬送されます（企業A）。
●⻘森市内や弘前市内の取引先へ⾷料品を直接搬送します（企

業B）。
●道路の整備が進み全般的に渋滞が減り、通勤・運送ともに時間が

短縮したと感じています。
●移動時間が短縮したことで、労働時間の短縮にもつながり残業時

間・経費が減少しました。
資料：青森県商工労働部産業立地振興課調べ（H30.4時点）
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資料：青森県商工労働部産業立地振興課調べ
※当時の分譲済面積÷H30現在の団地面積より分譲率を算出

（H6.3）部分供用

（H16.11）部分供用

（H21.11）全線供用

企業数が増加企業数が増加
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浪岡バイパス
L=12.6km
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大釈迦工業団地

総面積：約39.8ha

工場用地面積：約35.7ha

分譲率：78％

企業数：27社

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道
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凡 例

道路種別

•大釈迦工業団地



87  142  158 
231 

378 

25 

30 
57 

104 

118 

15 

11 
12 

26 

24 

128 
183 

226 

361 

519 

0

100

200

300

400

500

600

H24 H25 H26 H27 H28

五所川原市

弘前市

青森市

◆浪岡バイパスなどの整備により、弘前市から新幹線駅新青森駅や青森空港などが位置する青森市までの幹線道路網が強化。

◆近年、青森港のクルーズ船寄港回数や青森空港の国際便数は増加しており、弘前市の外国人宿泊者数も増加。

◆浪岡バイパスなどがクルーズ船のオプショナルツアールート等に設定され、観光周遊の魅力拡大を支援。
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資料：青森空港管理事務所
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▼青森県の外国人延べ宿泊者数の推移

資料：総務省
「訪日外国人旅行者の受入れに関する調査結果」
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▼青森港のクルーズ船寄港回数実績

資料： 青森港国際化推進協議会

クルーズ船の寄港回数は東北トップで増加傾向

《ツアー会社の声》
●安全・確実に、時間の遅れなく、観光地に到着するため（寄港

地ツアーを成⽴させるため）の道路整備は⾮常に重要です。
（H28.12 ヒアリング結果）

：H30.10.4ノルウェージャン・

ジュエル号のオプショナルツアー

ルート（H30.12ヒアリング結果)

【凡 例】

その他道路凡例

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

道路種別
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：空港から西津軽方面の観光施設

へのシャトルバス代表ルート

（H31.2ヒアリング結果)

青森空港

西津軽方面
の観光施設



４．事業計画の変更内容

◆浪岡バイパスの事業費（全体事業費260億円→168億円）35 ％減（92億円減）

項 目 減 額（億円） 概 要

車線数の変更 ６０ ４車線 ２車線に減

事業区間の変更 ３２ 前後バイパスの擦り付け 交通安全対策による事業区間の減

当初計画
・混雑解消を目的として、浪岡バイパスと鶴ヶ坂バイパスの別線整備
区間の擦り付け区間として現道改良を画

10

変更後計画
・現道改良（擦り付け）区間では、沢田交差点及び鶴ヶ坂交差点付近におい
て、速度低下の発生や追突による死傷事故が多発
・当該区間の事業計画を現道改良（擦り付け）から、交通安全対策事業によ
る交差点改良に見直し、事業区間を変更

浪岡バイパスL＝12.6km

開通済区間

L=10.5km

現道改良（擦り付け）区間

L=2.1km
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交通量の少ない右折を感応式信号とし、

直進車の青信号時間が増加

信号で止まらずに直進可能
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合 計 ９２



○新幹線の整備状況
・東北新幹線 平成２２年１２⽉４⽇ 全線開業（⼋⼾〜新⻘森） 延⻑８１．８ｋｍ
・北海道新幹線 平成２８年３⽉２６⽇ 開業（新⻘森〜新函館北⽃） 延⻑１４８．８ｋｍ

○⾼規格幹線道路の整備状況
・ 津軽⾃動⾞道 平成２６年１１⽉ 五所川原⻄バイパス 開通 延⻑３．８ｋｍ
・ 津軽⾃動⾞道 平成２８年７⽉ 鰺ヶ沢道路 ⼀部開通 延⻑３．４ｋｍ （平成３１年３⽉全線開通予定）
・ 津軽⾃動⾞道 平成３０年３⽉ 柏浮⽥道路（つがる市⽊造越⽔〜つがる柏IC）事業化 延⻑１２．３ｋｍ

○⼀般国道の整備状況
・ ⻘森⻄バイパス（Ⅱ期） 平成２４年１１⽉ ４⾞線開通 延⻑４．３ｋｍ

５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

別添⼀覧表参照

６．事業実施による環境の変化

暫定整備などの事業計画を検討する際には、暫定整備により早期に発現する効果のほか、完成整備に対して⽣じる影響についても的確
に評価していく必要がある。

評価対象区間については、⼯事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。
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事業の⽬的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はないが、社会状況等の変化に
応じて完成形の整備を検討する。


